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この 11 年を医局日誌風に振り返ると 

医局日誌風に 11 年を振り返ると以下のようになりましょうか。ここでは、11 年を 3 期に

わけて記載してみようと思います。この 11 年で最大の出来事はやはり地震です。そこで、

地震の前を第一期、地震から少し落ち着くまでを第二期、この数年を第三期とします。そし

て最後に､今思うことを述べます。 

 

第一期 2007 年から 2011 年 

留学と自治医大にいた 2 年以外､実家のある東京で暮らしていた私にとって、福島で一人

暮らしをするのが最初のチャレンジでした。最初は張り切って、週 2 回の洗濯、シャツのア

イロンがけなどを 2 日に一度位行っていました。時間もあるし、こんな生活で良いのかと

思っていました。そのとき、何人かの先輩に､しばらくすると仕事が降ってきて忙しくなる

と言われました。その通りになり、アイロンなど 1 年以内にすることはなくなり、その後全

くしていません。 

次に､口は災いのもとで、何かを言うとその仕事が降ってくると言うことを実感しました。

教授会では、就任してから数年は発言しないと言う原則があると聞いていたのですが、就任

早々教授会で発言をしてしまいました。黙って居られないという性格は､11 年の間直りませ

んでした。何か発言をしたため、菊地先生から､それなら君がそれをやりなさいと言われた

ことがあります。そして仕事が増え、アイロンからはさらに遠くなりました。 

さらに、県の労災判定のお仕事、学会からは学会の代表として山形大学の有名な脳外科の

先生の始める班会議の班員になるという重要なお仕事を仰せつかりました。さらに、大学の

先輩の先生から厚生労働省の薬剤副作用判定の委員会の委員も譲っていただき、こんな私

でも少しは社会に貢献しているのかもしれないと幻想を抱くことができるようになりまし

た。ということは、やはりアイロンどころではなくなりました。 

そんな公用が増えると､大学での回診､ご指導いただいている病院への往診などができな

くなってきました。在任中は、定期的な外の病院での外来を全くしておらず、年に 4 回（季

節に一回）は協力をいただいている病院に往診をすると決めたのですが、それもできなくな

ってきた現状でした。そして、就任直後は入局者が少なく、困っていて、少し増えたかなと

思っていた矢先に地震が起きてしまいました。ちょっと残念な思いをしているのですが、医

局員は地震がなくても､少ないままだったでしょうと私を励ましてくれる？人もいます。ド

イツからの留学生は国の命令ということで、地震の直後にドイツに戻ってしまいました。た

だ、半年後くらいに彼は福島に戻ってくれました。その後も、インドネシア、台湾から留学



生が来てくれて、常に外人がいる医局がその後も持続しています。 

 

第二期 2011 から 2014 

 

2011 年の地震の時は、大学におり、その揺れの大きさを実感しました。部屋は写真の状

況となり､電話もつながらず、大変でした。教授室に簡易ベッドをいれ、教授室で寝る生活

が一ヶ月以上つづいたように思います。それなりに快適になるように､トレーニング自転車

を教授室においたのですが、あまり使わないうちに、物置となり、一年後くらいに自宅に持

って行きました。そこではただのゴミになっています。最近は、娘に足腰を鍛えておかない

と、老人なのでだめですよと言われるのですが、トレーニング自転車が活躍するのはいつの

ことでしょう。 

地震の時は、病院長室でよく会議がありました。私のような小物は病院長室などに行くこ

ともなく、とても新鮮な気持ちと、大変なことになっているなと思う気持ちでいっぱいでし

た。この時の病院長の村川先生には色々お世話になりました。また、菊地理事長先生と並ん

で、広島の山下先生の講演を聴いたことが思い出されます。こんな時でもないと菊地先生の



隣に居ることはないだろうと思っていました。ただ、それでも菊地先生にも村川先生にも､

ため口を聞いていたように思います。失礼しました。こんなに神妙だった私も､副病院長を

させていただき、病院長室に良く行くようになると､病院長室でも寝てしまうようになり

徐々に本性が出てしまいました。さらに理事長室に行くと当初は緊張していたのですが、理

事として理事長室に行くことが増えると､菊地先生にまで、自動車運転免許の返上の話をし

ていた時に、菊地先生は医師免許の返上ですかなどと、失礼な口をきくようになってしまい

ました。なかなか、性格は直らないものです。 

少し､地震の後全体的に落ち着いてきた頃に､医局日誌に良く登場する海外出張が増えて

きました。 

 

第三期 2014 から 2018 

この 4 年間は、かなり自由にさせてもらいました。医局の方にはご迷惑をおかけしまし

た。2014 年より前は、年に数回から 5，6 回の海外出張だったのですが、この 4 年間は二桁

の海外出張の年もあったかと思います。この統計は、この冊子に載っているようです。秘書

の高野さんのたゆまぬ努力で、統計を取ったようです。国際学会の事務局の仕事を 4 年間

やっていましたので、とても頻回に海外に行きました。海外に行ってわかったのですが、私

の日本での生活そのものが時差ぼけのように夜中に仕事をしているので、海外に行っても､

時差に困らないのです。というのは、寝たいときに寝てしまうので、海外であろうと日本で

あろうと､学会の重要な会議であろうと、教授会であろうと、昼間から寝ていると言うこと

です。郡山で学会を主催したときに、私が事務局をしている国際学会のメンバーが集まり､

会議をやったのですが、日本の会議でも私が昼間から寝ているのを見て、これまで時差ぼけ

と思っていた外国の先生が､日本でも寝ているではないかとあきれられてしまいました。 

これらの海外の先生方との活動の中で、一番印象に残ったのは、2017 年京都で開催した

世界神経学会をお世話したことです。学会としてのサイエンスのプログラム全体の責任者、

学会の宣伝ビデオの出演、皇室の方との面談、スピーチ原稿の打ち合わせ、台風による学会

場のガラスの破損、海外の方の骨折の対応など、二度と経験できない経験をさせていただき

ました。しかも､国際学会としては、大成功で、8500 人の参加者、3500 人の海外からの方

と日本の方が 5000 人参加していただき､世界神経学会としては過去最高の参加者だったの

です。昨年の 9 月にこの学会がありましたので、残務整理がやっと終わるところです。 

このように、教授が外にばかりいる間、杉浦准教授をはじめとする医局の皆様、大学医局

を維持いただきまして、本当にありがとうございました。皆様にとって、教授としての仕事

を全うできていたのかわかりませんが、ご迷惑をおかけしてすいませんでした。 

 

そして今思うこと 



 上述のように 11 年を過ごした私が､遅まきながら気がついた､今だから思うことを二つ書

きたいと思います。 

 

1 ホームグランドを着実にしなくてはいけない 

どうして私が海外の学会などに自由に参加できていたかというと、大学を任せることが

できるスタッフが大学にいたためです。この足元を固めることをしていないと、自分の足場

がだめになり、学会どころでなくなります。このことをしっかり認識していない自分がいた

ように思います。グローバル化が進んだ現在では、いろいろな面で活躍する必要がある大学

は、海外に出て行く必要もあるでしょう。しかし、そのときに足元を固めた上で､外に出て

行くべきです。このことを怠っては、意味がありません。自分がこれを実施できていたかに

不安があります。足元の重要性は、私の好きな歌唱の中に出ています。一つは、英語の歌で、

I have never been to me. (Charene)の中に出てくる The truth is the little baby you are holing ､

the man you fought with this morning という歌詞があります。本当に大事なものは、パラダ

イスというような非日常のことではなく、日常の毎日にあると歌っています。また、小田和

正のたしかなこと（小田和正）と言う歌の歌詞に出てくる、一番大切なことは特別なことで

なく､ありふれた日々の中で君を見つめていること､とやはり日常の平凡が大切と述べてい

ます。また、オバマ大統領の言葉で、 

私が死の床につくとき、自分が作った法案のことを考えたりしないだろう。 

自分の進めた政策も考えないだろう。 

自分が行ったスピーチも、ノーベル賞のことも、考えないだろう。 

私が考えるのは、娘との散歩。 

妻とのんびり過ごしたひと時。 

幸せで健康で愛されていると知っている家族と囲む夕食。 

そして、私がそのすべてをきちんとできていたかどうかを考えるだろう。 

私にとっては、それが男らしさというものだ。 

というのがあります。だれもが、普通にある日常の大切さを感じているのです。自分もこの

ことを実感し、一体自分はなんだったのかと考えることが最近時々あります。 

 

2 良い弟子を育てて、その人が次の弟子を育てる 臨床・教育・研究の継続性 

 歴史はつながっていくので、自分の意思、考えが下の世代に伝えられたかを考えます。あ

る程度の専門医を育て、何人かの研究者を育てられたと思っています。自分がいなくなって

も､自分の心が生き続けるようにできたかを考えます。杏林大学の生理学教室の責任者とな

った寺尾安生君と、鳥取大学の神経内科学教室の責任者となった花島律子君は、私が留学か

ら戻り現在の研究を東京大学で始めた当初から、大学院生として私の指導を受け、一緒に苦

楽をともにした仲間です。また、同じく東京大学時代の研究室で指導し、その後福島医大の

大学院を卒業した、古林俊晃君は東北文化学園大学の教授として活躍しています。この下の



世代として、福島に何人かの弟子もできていると信じています。杉浦先生、榎本博之先生、

小林俊輔先生、さらにその下の世代の方々です。このことも、多くの人が感じていることで

す。松本幸四郎さんが、良い役者は、演出家として次世代の良い役者を見つけると言ってい

たことを思い出します。また知り合いの外国の医師が､The researchers studied under me are 

like children､Those under my students are like grandchildren と言っていたことがありまし

た。定年となる年齢になり、こんなことを実感しています。 

 

 まとまりのない話となりましたが、これから何を目的にして生きていこうかと迷ってい

る老人の雑感でした。 

 

 しばらく福島で仕事を継続させていただけるようで、今後とも、よろしくお願いします。 


